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三田學會雑誌
第四十九卷第
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，

_

を
か
り
た
た
せ
る
も
の
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
直
接
的
に
は
そ
れ
ほ
そ
の
諸 

.個
人
、
：諸
の
主
體
的
な
條
件
と
そ

.こ
か
.ら
う
ま
れ

.る
^

耍

N
o
t

:

で
：あ
ろ 

'
う
？
ル
タ
ー
が
.「
.こ
う
せ
ざ
る
を
得
^:
:

い」

と
ゥ
ォ4

ム
ス
の
帝
國
薪
*

で
叫 

ん
だ
と
き
に
は
彼
ば
宗
敎
改
軍
の
客
亂
的
な
诚
果
を
し
つ
て
い
だ
わ
け
.で
ぼ
^

)

い
.。「

.そ
れ
は
內
侧
が
ら̂
の
'「
絕
歟
に
.命
令
者
的
な̂

要j

 

(

マ
ル
ク
ス「

神
聖
家 

.

.族3
)

で
そ
う
叫
ん
、だ
：の
で
あ
る
。

石
舟
闽
正
氏
は
：：

「

歷
史
敍
述
と
'歷
史
科
學
し 

(

理

論

二

六

.
七
號)

の
中
で
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

「

外
部
か
ら
の
强
制
で 

• f
e

く
て
、
內
か
ら
の
翦
求
と
し
，て
、

い

i

か
え
.れ
ば
そ
の
人
間
办
缺
乏•必

要
.
.
 

辛

苦
.
邀

慮
‘
.
.切
迪
ど
し
て
そ
う
せ
ざ
る
冷
得
が
い
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る

’
 

:

:

:す
な
わ
ち
、
必

然

性

の

主
體
的
な
實
踐
的
あ
り
方
が

『

必
1

;
で
あ
り
、

'
 

.こ
の
'
.

『

必
製』

に
媒
介
さ
れ
て
、
宓
然
性
は
人
間
の
行
動
の
.な
か
.に
、
歷

史
0 . 

形
成
の
な
か
-に
赏
徹
ふ
て
行
く
の
で
あ
る
。

」

こ

の

直

接

的

な

契

機

で

あ

る

必 

:

要
は
さ
ら
に
そ
の
時
代
の4-
つ
^

^
的
歷
史
的
な
矛
盾
に
よ
.つ
て
そ
の
內
容
を 

規
定
ざ
れ
る
。
危

險

：は
と.の
よ
う
な
袖
象
に
よ
，る
法
則‘の
把
握
が(
現
象
.か
ら
、 

本
質
.を
袖
出
ず
る
こ■と)

單

な

る

，
公

式

主

義

：
に

：
お

ち

い

る

ど

こ

ろ

に

あ

る

。
.
.
，
.
よ 

~
り
嚴
密
な
論
理
を
も
つ
こ
と
が
、

よ
り
生
き
生
き
と
.し
た
歷
史
敍
述
を
創
造
し 

な

い

と

す

れ

ばr

理
論
を
任
意
の
歷
史
時
代
に
適
用
す
る
の
ば
、
.簡

易

な.一
次 

.

.方
程
式
を
解
く
よ.り
も
す
つ
と
容
易」

.

.

.

(

 ̂

Xゲ
.ル
：
ス)

と
■な
^:
。
，
，
し

か

，
も

ル

/'
'
 

丨
の
場
合
の
よ
う
な
思
想
史
等.の
領
域
で
は
、

一
方
に
お
い
.て
そ
の
時
代
の
緻 

.

密
な
具
體
的
諸
條
件
と
そ
の
法
則
の
究
明
と
共
に
、
他
方
に
お
い
て
思
想
的
な 

性
格
を
お
び
た
，

「

必
要」

を
具
體
的
に
硏
究
す
る
こ
と
が
き
わ
め
て
大
切
で
あ 

.る
。
そ
の
點
で
た
と
え
ば
ゥ
ヱ
ー
バ
ー
の
豐
富
な
思
想
史
的
分
析
.に
は
學
ぷ
べ 

き
も
の
が
多
い
。
 

,

ェ
ン
ゲ
ル
ス
も
次
の
ょ
ぅ
に
ぃ
っ
て
ぃ
る
°
'「

吾

々

が

ぃ

‘
ま

奶

奶

じ

で

ぃ

か

五
四

o
r

九 
二)

ヵ
經
濟
的
な
も
の.か
ら

離

れ

て

、
.
.
純

粹

に

抽

象

的

な

ィ

デ

オ

P ̂
—

的
な 

も
の
：^
近
.づ
；

t

ば
近
づ
く
ほ
ど
、
吾
々
は
ま
す
ま
ヤ
ハCの
^

^
か
5 '
かi

砂
歡 

的
な
.も
■の
.の
，で
て
く
る
の
を
見
出
す
よ
ラ
に
な
り
そ
の
胡
薇
は
■ま
す
ま
す
紅
餘 

.脱
折
す
る
よ
ぅ
に
；な
る
。
.し
か
し
こ
の
■

の
平
均
軸
を
圖
に
描
く
な
ら
ば
、

. 

諸
君
は
觀
察
さ
れ
た
時
代
が
な
が
く
、
：
と
り
あ
づ
か
わ
九
‘
た
地
域
が
大
き
け
れ 

ば
大
き
.い
ほ
'ど
、
t
の
軸
が
.ま
す
ま
す
經
濟
的
發
展
の
軸
に
平
行
に
は
し
る
こ 

と
を
見
-̂
す
で
^
ろ
ぅ
。」

(f

シ
ュ
.タ
ル
ヶ
ン
ブ
ル
.ダ
宛
の
手
紙

」)

:

■■

た
だ
し
ゥ
ネ
！
バI

の
||
點
は
1

の
視
點
が
、
明
確
な
歴
史
の
論
理
に
た 

つ
、
た
.も

の

で

た

い

こ
と
に
あ
る
。
.
プレ
.ハー

ノ
フ
.は
ゥ
工.
1
，、ハ

I

を
直
接
批
判 

,は
し(

て
い
な
い
。
し
か
し
歴
史
の
動
力
と
し
て
諸
め
卧
を
見
出
し
、
何
が
歴
史 

，を
形
成
し
て
行
く
か
に
つ
.い
て
は
不
明
確
な
態
度
を
の
こ
す
ミ

ハ
ィ
ロ S

ス
キ 

''

丨
を
项
判
ん
て
い
る°
思
亂
史
、
學
說
史
、
文
學
史
の
樣
な
領
域
で
、
.さ
ら
に 

正
し
い
歷
史
理
論
の.上
に
.立
つ
た
、
し
か
も
具.體：

諸硏究がのぞまれ 

.
る
:0

そ
の
意
味
で
と

の
本
を
ふ
く
め
て
未
來
社
で
今
度
出
し
た
社
會
科
學
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
'の
も
の
は
ピ
レ
ン
ヌ
、
ゥ
エ
ー
パ

ー

、
ル
カ
ー
チ
、
セ
リ
グ
マ
ン
、
ト 

レ
ル
，
チ
、

コ

ス

ミ

，

ン
ス
キ
ー
等
讀
ん
で
役
立
つ
も
の
が
多
い
.。

'(

未
來
社
刊
、

-

一：
七 
0
,圓〕

-
ノ 

. 

. 

.

.

.■■
•

■ 

(

寺

尾

誠

)

M

l

..ハ
丨
サ
ナ
イ
ィ

1
.『

基
數
的
厚
生
.
個
人
主
義
的
偸
理：

' 

敗
用
の
ィ
ン
タ
パ
ー
ス

.

ナK

な
比
較』

J
.  

p H
a

r
s
a

n
y

i  

:  

C
a
r
d

in
a
l  

W
e

l
f
a

r
e

,  

In
d
iv

id
u

a
l—  

is
t
ic

 

3E
th

ic
w

 

a
,n

d

 

in
t
e
r
p
e
r
s
o

n
a
l  

C
o

m
p

a
r
is

o
n

s

 

o
f  

.
 

u
t
ilit

y
,  

r
B
h
e 

^
o
ds
p ̂

OHJp
o

lit
ic

a
lw

c
o

n
o

m
y

,

ご 

A
u

g
.  

i

:

ピ
グー

を
頂
點
と
し
て
代
表
さ
れ
る
ナ
イ
ー
.ブ
な
厚
生
概
念
は(

.ロ

..ビ
ン
ス 

ら
の
批
判
に
耐
え
得
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
そ
れ 

に
代
り
得
る
も
の
と
し
て
何
が
考
え
ら
れ
る
か
。
ヒ
ッ
ク
ス
、
ヵ
ル
ド
ア
の
補 

償
說
や
V
:

パ
I
ダ
ソ
シ
、
サ
ミ
ラ
エ
ル

V
.

ン
の
社
會
厚
生
函
數
のi

み
は
こ
の
.
 

課
題
に
答
え
ん
と
す
る
も
の
で
あ
つ
た
。
し
か
し
效
用
の
基
數
性
に
つ
い
て
は 

，..否
定
的
で
あ
る
。

ハ
ー
サ
ナ
イ
イ
は
こ
の
點
か
ら
厚
生
槪
念
を
再
考
し
よ
う
と
.
 

■す
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
と
と
.は
ロ
.パ
ー
.'h
ソ
ン
が
固
執
す
る
よ
う
.に 

.(

本
誌
四
十
九
卷
.5
號
參
照)

基
數
的
效
用
が
直
觀
的
.
•
自
明
に
存
在
す
る
と
い 

う
の
で
は
な
い
。

ハ
ー
サ
ナ
イ
イ
は
旣
に
.
H
h
e 

J
Q
^
H
y
p
t—
*

o
f P

o
litic

a
l  

E
c
o

n
o

m
y
,  

o
c

r
1

9
5

3
.

に h
o
a
r
d
in

a
lu

t
ilit

y

 in

 

W
e
lfa

r
e

 

wo
ol 

n
o
m

ic
s

 

a
n
d

 

in

 

汁he

 T
h

e
o

r
y

。
ゆ
；

と
題
す
る
論
文
を 

發
表
し
、
睜
肜
經
濟
學
に
お
け
る
基
數
的
效
用
と
危
險
を
含
む
11
擇
理
論
に
お 

け
る
基
數
的
效
用
;^
の
間
に
同
一
原
理
が
あ
る
と
斷
定
し
.た
.。
こ
こ
に
紹
介
す
.
 

い
る
摘
文
は
こ
の
考
ぇ
の
上
に
立
っ
も
の
で
あ
る
ゾ
.
,

'

さ

て

ハ
ー
サ
ナ
イ
イ
は
、
ま
ず
フ
レ
ミ
ン
グ
規
準(A

 .c
a
r
d
in

a
lC

o
n
c
e
p
t

.

.

書評及び鞀介

 

.

；

o
f

 

w
o
l
f

 a
x
e
-

 

-
T
h
e

 

Q
u
a
r
t
e
r
l
y

 

J
O
U
3
a
l

 

o
f

 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
/
、 

.
A
u
g
.
,

 

1
9
5
2
.
)

.
を
檢
î
t

す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。

フ
レ-
;
'/
グ
規
準
と
は
次 

の
よ
ぅ
な
も
の
で
あ
る。

\ 

.

.

公
準
A

社
會
的
見
地
か
ら
、
'も
し
狀
態
叉
が
狀
態
叉
よ
り
選
好
さ
れ
る 

な
ら
、
Y

は
X

よ
り
選
好
ざ
れ
な
、い
。

•公
準
6

.

社
會
的
見
地
か
ら
、

叉
が
丫
よ
り
選
好
さ
れ
丫
が
狀
態
冗
よ
り 

選
好
さ
れ
る
だ
ら
、>
<
|は
>

よ
り
選
好
さ
れ
る
。

’
.公
準
0

‘ 

'
社
會
的
見
地
か
ら
、
乂
も̂
も
他
よ
り
選
好
さ
れ
な
い
な
ら: 

そ
し
て
Y
-%
z
も
他
よ
り
選
好
さ
れ
な
い
な
ら
、X
と
之
の
何
れ
も
他
上
り
選 

好
さ
れ
な
い
。
 

- 

.
右
の
三
つ
の
公
耀
は
序
列
づ
け
の
た
め
に
必
要
处
條
件
で
あ
る
。

:

公
準
»

.

個

人
.
1
が
¥

ょ
り
又
を
選
好
し
、.他
の
個
人
は
誰
も>
<
よ
り
¥ 

を
選
好
し
な
い
众
ら
、

叉
は
社
會
的
見
地
か
ら
て
よ
り
選
好
さ
れ
る
。

.
こ
の
公
準
はr

一.股
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

」

價
i

斷
を
表
わ
し
、
も
し
一
一 

個
人
：の
選
好
が
顿
突
す
る
時
は
、
他
の
個
人
の
選
好
が
無
影
響
で
あ
る
な
ら
、 

瓧
會
的
選
好
は
、
當
該
ニ
個
人
各
々
の
選
好
に
つ
い
て
社
會
的
重
要
性

(

そ
れ 

自
身
の
債
値)

を
此
較
す
れ
ば
よ
い
と.い
ぅ
こ
.と
で
あ
る
0

か
準
E

⑴
少
く
と
も
三
個
人
が
い
る
ス
⑵
ミ
個
人
は
乂
と
刃
間
及
び
丫 

と
で
間
に
無
差
別
ヤ
あ
る
が
へ
文
と
刃
を
で
と
で
よ
ゥ
は
選
好
す
る
。
更
に

i 

個
人
は
又
..
で
間
及
び
^

^
間
に
無
差
別
で
あ
る
が、

X 

よ
り
Y
> 

r 

を
選
好
す
る
。
他
の
す.ベ
'て
の
入
は
文
• 

>間
及
ぴ
？
< 

.

. 

P

間
に
無
差
別
で
あ 

る
。
と
,の
.時
社
會
的
選
好
は
彼
ら
が

R

と
Y;
間
に
す
る
と
同u
<
x
と
Y
^
に 

へ
办
さ
れ
る
。
オ
な
わ.ち
社
會
的
見
地
か
ら>
<が
¥
よ
り
選
好
さ
れ
れ
ば
？4は
で 

よ
り
選
好
さ
れ.る
し
、
も
し
^
と
¥'.と
が
社
鲁
的
見
地
ヵ..ら
無
差
|̂

な
ら
同
じ
.

, 

, 

五

五

(

ニ
九
三)

,
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t

し
と
が

}̂と

|̂に
も
云
え
、
も
L
Y
が 

>
<ょ
り
選
好
さ
れ
る
な
ら¥̂
.は
>
<ょ
り
. 

選
好
さ
れ
る
。

こ
の
八
ム
準
はD
の
擴
§5
で
あ
つ
て

、

と
プ
の
選
好
が
衝
突
し
た
ら
、
社
會 

的
選
擇
は
Z
と
j
の
選
好
に
の
み
依
存
す
ベ
き
と
い
う
こ
と-を
表
わ
す
。
か
く 

て
0
>
1«
]
公
準
に
ょ
れ
ば
社
會
的
選
擇
は
直
接
に
關
係
す
る
個
人
選
好
に
の
み 

依
存
す
る
と
.い
う
こ
と
に
な
る。
.

し
か
し
以
上
の
フ
レ
 

'、、
ン

グ

規

準

は

^
實
な
.豫
測
間
の
選
好
で、
$

E
 

.の
如
く
消
費
の
外
部
經
濟
と.不
經
濟
の
可
能
性
を
認
め
な.い
時
に
の
A
成
立
す 

る
。
だ
が
實
踐
的
に
は
犬
な
り
小
な
り
の
確
率
を
‘も
つ
た
結
果
：を
と
も
な
う
社.
 

會
政
策
の
間
に
，選
擇
す
る
こ.と
が
多
い
か
ら
、
こ
の
こ
と
を
.考
慮
に
入
れ
る
と 

.と
も
に
、
他
方
も
し
我
々
が
個
人
的
倫
理
の
あ
る
も
の
に
同
意
す
る
な
ら
、

■我
. 

.我
は
不
確
實
性
に
對
す
る
社
會
的
態
度
を
個
人
的
態
度
に
依
存
せ
し

.め
る
.こ
と

も
考
え
て
み
た
い
。
こ
の
こ
と
の
た
め
に
ノ
イ
マ
ン
、

.
モ
ル
ゲ
ン
シ
1
テ
ル
ン 

及
び
マ
ル
シ
ャ
ッ
ク
の.公
準
を
檢
討
す
る。.

.

公
难
(a
)

社
會
的
選
好
は
次
の
公
準
を
滿
足
す
る
。
m

す

べ

て

.
の

豫

測

の 

間
に
序
列
が
あ
る
。
(I
も
し
豫
測
ぞ
が
豫
測
只
ょ
り
選
好
さ
れ
、
1

方
0

が̂
权 

ょ
り
選
好
さ
れ
る
が
13

ょ
り
'選
好
さ
れ
な
い
地
位
に
あ
る
時
、
Q

と
無
差
別
で 

あ
る
ょ
う
な
?

と
只
と
の
混
合
が
存
在
す
る
。

.!
)

少
く
と
も
四
つ
.の
相
互
に
無 

差
別
で
な
い
豫
測
が
あ
る
。

.F

も
し
Q

と
ぴ
と
が
無
差
別
な
ら
卩
と
0

?と
の
混 

.合
队
卩
と
化
と
の
混
合
に
無
差
別
で
あ
る
。

公
準
0)
)

個
人
的
選
好
も
右
の
公
準
を
滿
足
す
る。

，

.

: 

'-
公
準
(0
)
'.

#
と
0
と
が
す
べ
て
の
個
人
の
見
地
か
ら
無
差
別
な
ら
、
酞
會 

の
見
地
か
ら
も
無
差
別
で
あ
る
。

:

以
上
か
ら
次
の.定
理
が
導
び
か
れ
る
。

 

：

' 

五

六

(

ニ
九
四)

.

.
定
理
(1
)

與
え
ら
れ
た
社
會
的
選
好
に
ー
從
が
つ
て
そ
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ア 

1ル
價
値
が
最
大
化
さ
れ
る
社
會
的
厚
生
函
數
が
存
在
す
る
。

定
理
⑴

.個

人

的

選

好

に

從

が

.
つ

て
そ
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
ア
ル
價
値
が
最 

大
化
さ
れ
る
效
用
函
數
が
存
在
す
る0

;

'
.

■

'

今
定
理
(1
)
を
滿
足
す
る
社
會
的
厚
生
函
數
を
抓
と
し
、
定
理
1)
を
滿
足
す
る

:
.*番
目
.の
個
人
の
效
用
函
數
を0.と
し
、U

1
=
U

2
”

-=
U

3
=

0

な
ら
、

.
匀
=
0
.
な
る
ょ
ぅ
に
>
を
選
ぶ
。

-
 

.

■
定
理
!)
:

w
^
u,
>
u2
.…

…

u ,
i
の一

價
函
敷
で
あ
る
と
い
ぅ
こ
と
が
公 

準
(0
)
か
ら
で
て
く
る0 

•

定理⑵

界は认

.
5
:…

：
u?
1の
--
次
の
同
次
函
數
で
あ
る
。

定
理
⑴

W;
は
f

l ^
f

•

户

の
形
の
個
人
效
用
の
秤
量
さ
れ
た
總
和 

である。
.

’

：

.以
上
か
ら
考
え
て
み
る
に
.、
我
々
の
社
會
摩
生
槪
念
は
個
人
效
用
槪
念
に
論 

理
的
に
近
い
。
各
個
人
は
自
身
の
個
人
償
値
を
表
わ
す
自
己
の
社
會
厚
生
函
數 

を
も
っ
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。.他
力
個
人
效
用
概<11

は
論
理
的
に
社#
®:

生
槪 

念
に
.近
づ
い
た
。
個
人
效
用
函
敷
は
社
會
の
他
の
す
べ
て
の
個
人
の
經
濟

(

不 

鯉
濟)

條
件
に
依
存
す
る.と
考
え
ら
れ
て
い'る
。
而
も
社
會
厚
生
函
數
は
非
人 

格
的
社
會
的
考
慮
だ
け
の
基
礎
に
立
つ
て
當
該
個
人
が
選
好
す
る
も
の
を
表
わ 

.
し
、
個
人
效
用
函
數
は
個
人
の
人
格
的
選
好
の
基
礎
に
立
っ
て
で
あ
れ
^
の
上 

に
立
っ
て
で
あ
れ
、
彼
が
實
際
に
選
好
す
る
も
の
を
表
わ
す
點
で
、
前
者
は
倫 

理
的
選
好
で
あ
り
、
後
者
は
、王
觀
的
選
好
で
あ
る
。
主
觀
的
選
好
は
個
人
が
エ 

ゴ

ィ

ス

，
ト

な

ら

利
己
的
態
度
、
利
他
主
義
者
な
ら
利
他
的
態
度
を
選
好
に
表
わ 

す
。
倫
理
的
選
好
は
個
人
が
自
己
に
對
し
て
無
私
な
且
個
人
的
で
な
い
態
度
を 

課
す
る
時
に
の
.み
彼
が
選
好
ず
る
も

.の
を
表
わ
す
。
結
局
公
準!)
.
E

.
(c
)
で

提

出

さ

れ

た

倫

理

的

公

準

は

、

社

會

厚

生

函

數

か

^

非

倫

理

的

主

觀

的

選

好

を

 

除

く

こ

と

，
で

あ

り

、

イ

ム

プ

リ

シ

ッ

ト

に

無

私

な

且

非

個

人

的

態

度

が

倫

理

的

 

選

好

を

横

た

1

る

と

い

ぅ

こ

と

を

意

味

す

る

。

.

.

.

■

 

'

.個
人
の
イ
ム
パ
ー
ス'ナ
ル
選
好
攸
、
も
し
彼
が
合
理
的
，な
ら
先
の
公
维
を
滿 

足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

•
■

.
で
は
、，
效
用
の
イ
ソ
タ
パ
丨-ス
ナ
ル
沈
較
に
は
ど
ん
.な
論
理
的
基
礎
が
あ
る 

か
。
こ
れ
に
は
形
而
上
學
的
困
難
と
心
理
學
的
困
難
と
が
あ
る
。
-.
ン 

異
な
る
人
々
が
同
一
の
狀
態•
選
好
に
異
な
る
滿
足
感
を
も
つ
へ
こ
と
は
あ
り
'

 

.得
る
。

し
か
し
も
し
一'一
人
の
人
辟
が
.觀
察
で
き
る
面
で
同一行
動
を
示
す
と 

.

き
、
觀
察
.で
き
な
い
面
で
も
同.

一

で
あ
る
と
假
定
し.な
い
な
ら
、
唯
我
論
に
お 

.ち
い
る
。
が
く
て
同
じ
選
好
と
反
作
用
が
表
面
化
し
て
い
る
人
々
の
場
合
、
我 

は
彼
ら
が
同
じ
狀
態
か̂-
同
じ
效
用
を
引
き
だ
す
と
假
定
す
る
。
し
か
.し
‘

'

,尙
、
>
<

ょ
り
¥
を
選
好
す
る
と.い
.ぅ
時
、
乂
に
高.い
效
用
を
附
す
る
の
か¥
に
.

 

ょ
り
低
い
效
用
を
附
す
る
の
か
、
不
明
で
あ
る
と
い
ぅ
心
理
的
困
難
が
あ
る
。 

こ
れ
に
つ
い
■て
心
理
學
的
方
法
の
現
狀
は
不
宠
分
で
あ
る
が
、
と
に
か
く
效
用 

の
イ

ン

タ

パー
ス
ナ
ル
比
較
は
あ
る
倫
理
又
は
政
治
的
八
ム
準
に
塞
づ
い

；た
價
値
.

.

 

判
斷
で
は
な
く
、
あ
る
歸
納
原
理
に
基
づ
い
た
事
實
命
題
で
あ
る
と

.い
ぅ
.こ
と 

は
い
え
る
。
そ
し
て
し
ば
し
ば
效
用
の
イ

ソ

タ

パー
ス
ナ
ル
比
較
が
倫
理
的
政 

治
的
價
i

斷
に
基
づ
く
と
い
わ
れ
る
の
は
、
效
用
比
較
に
客
觀
的
基
礎
を
興 

え
る
事
實
的
知
識
の
缺
け
て
い
る
場
合■に
多
い
。
事
實
知
識
が
完
全
に
な
り
、 

我
々
の
倫
理
が
個
人
的.に
な

れ

ば

な

る

程

、

異

な

る

個

人

の

社

#'
厚

生

函

歡

は 

す
べ
て
の
個
人
效
用
の
种
量
さ
れ
な
い
總
和
に
等
し
く
な
る
と
.
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K
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英
國
財
政
、

\

そ
の
構
造
^
發
展
、
.

. 

一
八
八O

年
丨
.一
九
五U.
年』
.

U
r
s
u
la

 

K
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H
ic
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is
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F
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h
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a
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D
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p
m

e
n
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8
8

0
I
1

9
S

o
M
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h
ov-
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U
n
iv
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P
ress  

1
9
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v
i+

p
p
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225  in

 

-
T
h
e

 

H
o
m

e
 

U
n
iv

e
rsity

 L
ib

ra
ry

 o
f  M

o
d
e
rn

 K
n
o
w

le
d
g
e
)、

.

J 

.
R:
ヒ
ッ
ク
ス
の『

價
値
と
資
本』

の
序
文
に
次
の
よ
う
な
言
棄
が
あ 

る
。：「

本
書
が
彼
女
の『

英
國
政
府
の
財
政』(T

h
9
F
in

a
n
c
e

 o
f  

.G
o

v
e
r
ie

n
t
)

と
相
並
ん
.で
書
か
れ
た
と
い
う

M

は
、
數
多
の
點
で
わ
た 

し
に
と
..っ
て
ま
た
と
な..い
利
益
で
あ
っ
た
。

…
…

彼
女
の
お
蔭
で
、
經
濟
理
論 

の
地
位
は
應
用
經
濟
學
の
下
僕
た
る
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
わ
た
し
が
不
斷 

に
想
い
起
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら、'
 
利
益
を
受
け
な
か
っ
た
部
分
は
一
つ
と
し 

.て
な
い
の
で
あ
る

」

。
彼
女
と
.は
U
.

K
•ヒ
ッ
ク
ス
夫
人
で
あ
る
が
、
そ
の

『

英 

國
政
府
の
財
政
•
一

 
九
二
〇
丨
一
九
三
六
年

』

，は
、
恐
慌
期
の
英
國
財
政
の
變 

貌
過
程
を
、
一
經
費,
租

税

，
公
債
の
一
一

®

か
ら
理
論
的
.
統
計
的
に
銳
く
捉
え 

て
..お
り
、
.す
.で
.に
マ
.：ス
タ
ー
.，
ピ
ー
ス
と
し
て
の
聲
價
を
か
ち
え
て
い
る
。
.こ
.
 

こ
に
紹
介
す
る『

英
國
財
政』

.
 

'は
壓
縮
さ
れ
た
形
で
は
あ
る
が
、
視
野
を
さ
ら 

に
擴
大
し
、

.

ヴ
ィ
ク
ト
.リ
ァ
時
代
.か
ら
現
代
に
い
た
る
英
國
財
政
の
變
遷
を
、 

國
民
經
濟
に
お
よ
ぼ
す
諸
效
果
と
い
う
一
.般
的
視
角
か
ら
考
察
す
る
の
み
で
な 

く
、
財
政
固
有
の
技
術
的
、
制
度
的
側
面
に
對
冲
る
一
；層
立
ち
入
っ
た
分
析
を 

試
み
.て
.い
る
點
を
も
注
目
し
て
よ
い
と
思
う。
.


